
インバウンドゲストが里山ゲストハウスクチュールに
求めること・受け入れ実績からの検証

地域型旅行業MATA TABI代表兼通訳案内士（京都府綾部市） 
里山ゲストハウスクチュール/里山シェアハウス小明オーナー 
工忠　照幸



自己紹介
工忠照幸 (くちゅう てるゆき) 
1976年生まれ(45歳) 
  
大阪府吹田市生まれ。 19~26歳の間に
世界を二周、その後ホテルマン、 
海外秘境添乗員をへて、 
2013年京都府綾部市に移住。 
 
現在里山ゲストハウス　クチュール、
旅行業MATA TABIを運営/通訳案内士/ 
猟師として活動。 
また築200年の古民家をシェアハウスへ
とセルフリノベ中  



まずは地域紹介
➤ どこにある？ 
綾部市の中上林地区 

➤ 人口 
綾部市３１,０００人 
上林２,０００人 

➤ 若者世代が住みたい街　　近畿1位 
シニア世代が住みたい街　近畿2位 
子育て世代が住みたい街　近畿2位 
（2019年の田舎暮らしの本より） 
→それくらい移住者がすごい多いで
す
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インバウンド訪問数比較

• 京都市内インバウンド 
３５２万人（２０１７年） 
→４５０万人（２０１８年） 

• 中丹（綾部・舞鶴・福知山）のインバウンド 
１.６万人（２０１７年） 
→１.５万人（２０１８年） 
→京都市内に対して０.３％　 



クチュール宿泊数
・２０１６年：延人数２２９名、実人数１７３名
　　　*綾部市の外国人宿泊数５７６名 

・２０１７年：延人数４３４名、実人数３１９名 
　　＊内５０％外国人
　　　*綾部市の外国人宿泊数６２３名 

・２０１８年：延人数５５３名、実人数３１９名　
　　＊内４０％外国人 
　　　*綾部市の外国人宿泊数７３９名 

・２０１９年：延人数５８２名、実人数３９５名　
　　＊内５０％外国人 
　　　*綾部市の外国人宿泊数１,３１４名 
コロナ禍２０２０年
・２０２０年：延人数３２８名、実人数１５７名

ここ数年のクチュール滞在の 
外国人NO1はフランス人、 
そして香港・台湾



綾部みなさんご存知ですか？



綾部で有名なもの



海外旅行黎明期
• 京都北部で唯一の国宝光明寺二王門
（1248年建設） 
＊仁王像が重要文化財で、門が国宝
というものは日本で他に３件だけ。 

• 移住のメッカ 

• 合気道の発祥の地 

• 京都府最大の円形古墳



しかし実際クチュールに来ているゲストと
その目的は。。



クチュール訪問客
• ５０％を占めるインバウンド 
【欧米】 
3～7日間　基本的に宿周辺にいてのんびり過ごす。もしくは自分たち
でトレッキングなどにいく。 
【東南アジア】 
割と宿で運営するツアーなどに参加してくれる。（餅つきなど） 
【台湾・香港】 
欧米的な過ごし方か、もしくは車（で来る人多い）で周辺散策 

• もう半分の宿泊客＝日本人 
①移住希望者 
②田舎暮らし（夏の川遊び含め）体験 
③自転車・バイクの方 
④テレワーク









自分の経験からも



初期の目的地



目的地の変化 
～一般的な旅行者が行かなさそうな国へ～



目的地の変化 
～多くの観光客が行く国でも、人が訪れない街へ～



目的の変化 
～観光から交流へ～



一見マイナスイメージなものも資源















・ラッキーサプライズを呼び込む 
・ハプニングを転換









交流 
観光地をめぐる旅 
　→”暮らすように旅する”へ





征博





征博



里山ゲストハウスクチュールが目指すところ

来るときは他人帰るときは友達

可能性を信じる 
私達の暮らしを見て、自分の可能性を見出す。
共感してくれる

VFR(Visiting friends & relatives）
Sustainable tourism



今まで以上にリピーターを大事に 
クチュールのリピーター①台湾のリャンさん



クチュールのリピーター２ 
ベトナムのミルーさん



クチュールのリピーター3 
フィンランドのソフィーさん



MATA TABIで運営するツアー



オリジナルな体験
＊和紙でオリジナルの日本酒ラベルを制作







天職観光 



“人はきっと天職のための旅をする 
これから人はそれを意識した旅を
するだろう

-塩見直紀



・観光 
 
①移住・Uターン者の都会を離れたとこ
ろでの新しいライフスタイル 
②地域に残る持続可能な暮らし 
 
これからの時代にあったマスでは無い 
観光のスタイル。移住者の綾部の売りに
なる。関係人口を作り、後に定住へつな
がる。 

天職観光



移住者の暮らしに出会う
持続可能な暮らしを目指す方、天職
を見つけ自分らしく暮らす方と出会
い、新しいライフスタイルを学びま
す。 

＊農家民宿の経営者の多くも移住者です。
宿泊することでより多くのお話を聞くこと
ができます。



地域学
限界集落の存続や森林等の資源の 

利活用の実例を学びます。 

またワークショップを通して、 

新しい案などを出し合うこともで
きます。 



サステイナブルな暮らしに出逢う旅 
Sustainable tourism



学びのある旅 
Learning Journey

森林の活用x 
SDG’Sx地域資源



オンライン体験







TOURISMは
経済効果

移住促進

SDG’S  
（８.雇用の創生　11.地方創生 など）



観光客

交流人口 地元愛

関係人口 Uターン

定住者



ご清聴ありがとうございます


